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シイタケ原木生産の機械化の検討～林業機械等で生産されたコナラ丸太の損傷程度～

１　

は
じ
め
に

シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
は
、
原
木
栽
培
と
菌

床
栽
培
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
原

木
栽
培
は
、
長
さ
90
㎝
程
度
の
コ
ナ
ラ
や

ミ
ズ
ナ
ラ
の
丸
太
（
原
木
）
に
ド
リ
ル
で

穴
を
あ
け
て
種
菌
を
接
種
し
、
原
木
内
部

に
菌
を
蔓
延
さ
せ
、
シ
イ
タ
ケ
を
収
穫
す

る
方
法
で
す
。

岩
手
県
で
は
、
豊
富
な
広
葉
樹
資
源
を

活
か
し
、
昭
和
40
年
代
か
ら
本
格
的
に
原

木
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
元
年
か

ら
平
成
17
年
に
か
け
、
乾
燥
シ
イ
タ
ケ
の

生
産
量
が
全
国
３
位
に
な
る
な
ど
、
岩
手

県
は
全
国
有
数
の
シ
イ
タ
ケ
生
産
地
で
す
。

し
か
し
、
近
年
、
原
木
栽
培
に
よ
る
シ

イ
タ
ケ
生
産
量
は
、
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
シ
イ
タ

ケ
原
木
の
価
格
が
高
騰
し
、
原
木
が
安
定

供
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
原
木
の
生
産
で
は
、
立
ち
木

の
伐
倒
、
移
動
、
切
断
（
玉
切
り
）
の
工

程
が
主
に
手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

原
木
の
価
格
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
集
材

や
玉
切
り
と
い
っ
た
作
業
に
林
業
機
械
等

（
写
真
１
、
以
下
、「
機
械
」）
を
使
用
し
、

原
木
の
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
方
法
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

２　

作
業
の
機
械
化
と
そ
の
課
題

原
木
生
産
に
機
械
を
使
用
す
る
と
、
掴

み
装
置
等
が
樹
皮
に
接
触
し
、
樹
皮
の
浮

き
や
脱
落
が
生
じ
た
原
木
（
以
下
、「
損

傷
原
木
」）
が
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
木
の
樹
皮
は
、
丸
太
内
部
の
著
し
い

乾
燥
や
害
菌
の
侵
入
を
防
ぐ
重
要
な
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
一
般
的
に

シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
原
木
は
樹
皮
が
損
傷
し

て
い
な
い
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
シ
イ
タ
ケ
生
産

者
は
シ
イ
タ
ケ
生
産
量
の
減
少
を
懸
念
し
、

損
傷
原
木
を
敬
遠
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
機
械
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

る
樹
皮
の
損
傷
程
度
に
つ
い
て
は
、
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

３　

樹
皮
の
損
傷
程
度
の
調
査

こ
れ
ま
で
に
、
機
械
を
使
用
し
て
生
産

さ
れ
た
丸
太
の
損
傷
程
度
を
調
査
し
た
報

告
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
シ
イ

タ
ケ
原
木
と
紙
の
原
料
チ
ッ
プ
、
二
つ
の

用
途
で
生
産
方
法
が
異
な
る
コ
ナ
ラ
丸
太

を
調
査
し
、
損
傷
程
度
を
比
較
し
ま
し
た
。

⑴　

調
査
方
法

次
の
４
種
類
の
方
法
で
生
産
さ
れ
た
コ

ナ
ラ
丸
太
を
対
象
と
し
て
、
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

Ａ
‥※１

全
木
で
ワ
イ
ヤ
ー
集
材

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
玉
切
り

Ｂ
‥
全
木
で
グ
ラ
ッ
プ
ル
集
材

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
玉
切
り

Ｃ
‥※２

全
幹
で
グ
ラ
ッ
プ
ル
集
材

グ
ラ
ッ
プ
ル
ソ
ー
玉
切
り

Ｄ
‥
全
幹
で
グ
ラ
ッ
プ
ル
集
材

プ
ロ
セ
ッ
サ
玉
切
り

Ａ
と
Ｂ
は
シ
イ
タ
ケ
原
木
、
Ｃ
と
Ｄ
は

紙
の
原
料
チ
ッ
プ
を
目
的
に
生
産
さ
れ
た

丸
太
で
す
。
Ｃ
と
Ｄ
は
同
じ
現
場
、
そ
れ

以
外
は
別
々
の
現
場
で
生
産
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
Ａ
と
Ｂ
は
植
菌
が
行
わ
れ
る
直
前

の
丸
太
、
Ｃ
と
Ｄ
は
現
場
か
ら
チ
ッ
プ
工

場
へ
運
ば
れ
る
直
前
の
丸
太
を
調
査
し
ま

し
た
。

損
傷
程
度
は
、
丸
太
表
面
の
損
傷
部
分

が
占
め
る
割
合
（
損
傷
割
合
）
で
評
価
す

る
こ
と
と
し
、
損
傷
割
合
を
目
視
に
よ
り

測
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
個
人
に
よ
る
割

合
の
偏
り
を
防
ぐ
た
め
、
測
定
は
３
人
で

行
い
ま
し
た
。

⑵
結
果

今
回
調
査
し
た
丸
太
で
は
、
集
材
時
の

シ
イ
タ
ケ
原
木
生
産
の
機
械
化
の
検
討

シ
イ
タ
ケ
原
木
生
産
の
機
械
化
の
検
討

～
林
業
機
械
等
で
生
産
さ
れ
た
コ
ナ
ラ
丸
太
の
損
傷
程
度
～

～
林
業
機
械
等
で
生
産
さ
れ
た
コ
ナ
ラ
丸
太
の
損
傷
程
度
～

写真１　林業機械の一例（プロセッサ）
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シイタケ原木生産の機械化の検討～林業機械等で生産されたコナラ丸太の損傷程度～

の
方
法
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
出
現
頻
度

は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
で
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
、

90
、
39
、
10
％
と
な
り
（
図
）、
全
木
で

集
材
を
行
っ
た
Ａ
と
Ｂ
の
方
法
と
、
全
幹

で
集
材
を
行
っ
た
Ｃ
と
Ｄ
の
方
法
で
割
合

が
大
き
く
異
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｃ
と
Ｄ
の
方
法
で
は
損
傷
割
合

が
３
割
以
上
の
丸
太
が
出
現
し
た
も
の
の
、

Ａ
と
Ｂ
の
方
法
で
は
出
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
し
、
Ａ
と
Ｂ
の
丸
太
は
し
い
た

け
原
木
に
使
用
す
る
た
め
、
損
傷
が
大
き

地
面
と
の
擦
れ
傷
（
写
真
２
）、
グ
ラ
ッ

プ
ル
等
の
掴
み
装
置
の
接
触
に
よ
る
傷
（
写

真
３
）、
プ
ロ
セ
ッ
サ
送
り
装
置
の
接
触

傷
（
写
真
４
）、
ワ
イ
ヤ
ー
の
食
い
込
み

傷
（
写
真
５
）
等
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。

損
傷
割
合
が
１
割
未
満
の
丸
太
は
全
て

い
原
木
は
玉
切
り
時
点
で
除
外
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

４　

お
わ
り
に

今
回
調
査
し
た
丸
太
に
は
、
機
械
使
用

に
起
因
す
る
損
傷
が
観
察
さ
れ
、
損
傷
程

度
は
集
材
方
法
、
使
用
機
械
、
丸
太
の
用

途
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
し
た
。

掴
み
装
置
を
使
用
し
て
も
、
損
傷
割
合

が
低
い
場
合
が
あ
り
、
集
材
時
の
使
用
機

械
や
、
掴
む
場
所
を
限
定
す
る
等
、
作
業

工
程
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
丸
太
の
損
傷

が
抑
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
、
全
て
の
生
産
方
法
で

損
傷
割
合
が
低
い
丸
太
が
観
察
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
損
傷
程
度
が
低
い
丸
太
を
選
定

す
る
こ
と
で
、
紙
の
原
料
チ
ッ
プ
用
の
丸

太
で
も
シ
イ
タ
ケ
原
木
と
し
て
使
用
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
原
木
の
損
傷
が
シ
イ
タ
ケ
生
産

量
に
及
ぼ
す
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

損
傷
割
合
を
人
為
的
に
変
え
た
原
木
で
栽

培
試
験
を
実
施
中
で
す
。

※１
全
木
‥ 

立
ち
木
を
伐
倒
し
、
枝
払
い
を
し
て
い
な

い
状
態

※２
全
幹
‥ 

伐
採
し
た
立
木
か
ら
枝
を
払
い
、
幹
だ
け

に
し
た
状
態

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

研
究
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丸太生産工程

Ｄ
グ
ラ
ッ
プ
ル
集
材

・
プ
ロ
セ
ッ
サ
玉
切

Ａ
ワ
イ
ヤ
ー
集
材

・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
玉
切

出
現
割
合

■ 5 割以上

■ 3 割以上 5割未満

■ 1 割以上 3割未満

■ 1 割未満

2323

1919

4848

1010

1010
1616

3535

3939

1010

9090
100100

Ｂ
グ
ラ
ッ
プ
ル
集
材

・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
玉
切

Ｃ
グ
ラ
ッ
プ
ル
ソ
ー
集
材

・
グ
ラ
ッ
プ
ル
ソ
ー
玉
切

図　丸太の損傷割合の出現頻度

写真３　掴み装置の接触による傷 写真２　集材時の擦り傷

写真４　プロセッサ送り装置の接触傷写真５　ワイヤーの食い込み傷
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